
1/7　景気ウォッチャー調査（令和３年２月調査）― 九州（先行き）―

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

百貨店（売場担当） ・３月の当社の催事は前年通りに戻し、売出し等をダイレクトメー
ルでも行い、新型コロナウイルス禍に入る前の状態で行う予定であ
る。前年の３～５月は売上が落ちており、同じような流れで２けた
が続くと予想される。また、飲食関係では、レストランだけが盛り
上がらず、食堂で60％前後であるが、全般的に回復してくると予想
している。

◎
住関連専門店（従業員） ・緊急事態宣言解除による来客数の回復、及び季節の変わり目に発

生するクリーニングやリフォーム需要が見込まれる。

◎

観光型ホテル（専務） ・３か月先には新型コロナウイルスが収束して通常の状態になると
予測するが、旅行をしない理由として、新型コロナウイルスの感染
防止で旅行しないのではなく、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンや県民割等の利用ができるかどうかで、決める人が多いこと
を直接、客の声を聞いて知った。当地区からは、感染者が全く出て
いないため、特に利用がしやすい状況であったことも１つの要因で
ある。

◎
競馬場（職員） ・緊急事態宣言が解除され、客を迎え入れられる予定であるため、

景気は若干良くなる。

○

商店街（代表者） ・３～４月は繁忙期であるが、前年から減少している。ワクチン接
種が始まり、客に明るさが戻りつつあり、商店街にも若干活気が戻
り、現状より良くなる。

○
商店街（代表者） ・緊急事態宣言で我慢をしていた分解放されることになり、人の動

きが出るため、やや良くなる。

○
商店街（代表者） ・２月末に緊急事態宣言が解除になる。３月以降やや明るい兆しに

なると考えられる。

○
商店街（代表者） ・予定どおり緊急事態宣言が解除になり、年度末商戦が始まること

に期待したい。

○

商店街（代表者） ・一般にもワクチン接種の時期が早くなれば、安心感が少し出て、
新型コロナウイルス禍での生活を展開していきたいという気持ちで
消費意欲につながってくることに期待している。

○
一般小売店［精肉］（店
員）

・緊急事態宣言が解除されれば、飲食店向けの販売量も増えると予
想される。

○

一般小売店［生花］（経
営者）

・３月から母の日までは卒業や退職、就職等でそこそこ需要があ
り、新型コロナウイルスの影響はあるが、２月よりは上向きになる
と予想している。

○
百貨店（総務担当） ・緊急事態宣言が解除となり、消費が活発化することが期待でき

る。

○
百貨店（企画担当） ・緊急事態宣言の解除やワクチン接種、気温上昇等で新型コロナウ

イルス感染への脅威が減少することが予想される。

○

百貨店（企画担当） ・緊急事態宣言も解除されることから、催事やイベント等は規模を
縮小しながらも開催する方向である。ワクチン接種の効果も期待さ
れており、消費者心理は今月より回復すると見込まれる。

○

百貨店（営業担当） ・不要不急の外出自粛や感染防止意識の継続下で、緊急事態宣言の
解除があり、ワクチン接種も開始され、春の卒業・入学シーズンや
友の会の新年度募集開始で、学生服採寸や受取等フレッシャーズ需
要での来店は期待できる。また、客単価や商品単価は維持してお
り、購買意識の変化のなか、３密防止強化や、季節催事のネット移
行・通販受注拡大での回復が見込める。慎重な行動姿勢や生活防衛
意識は依然継続しているが、県外往来の回復と３世代での来店や需
要が期待できる。

○
百貨店（販売促進担当） ・緊急事態宣言も解除され、来客数が増加することが見込まれる。

○

百貨店（プロモーション
担当）

・緊急事態宣言の解除やワクチン接種効果で、現状より上向くと考
えられるが、元の消費傾向には戻らないと予想され、引き続きオン
ライン戦略の推進が急務である。

○
スーパー（店長） ・緊急事態宣言の解除後は、新しい生活様式で流れが変わってい

く。

○
コンビニ（エリア担当） ・春夏に向けて、気持ちが上がることが予想される。

○
衣料品専門店（店員） ・暖かくなり新型コロナウイルスのワクチン接種で、状況は少し落

ち着いてくる。
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○
衣料品専門店（総務担
当）

・新型コロナウイルスの感染が終息すると考えているため、現状よ
り回復してくる傾向にある。

○

家電量販店（店員） ・家電は非常に好調である。家に居る時間が長くなっており、高級
な炊飯器やコードレスクリーナー、ロボットクリーナー、高級なド
ラム式洗濯機に需要が多い。また、新型コロナウイルス対策用にマ
スクの除菌をするためのスチームアイロンであったり、リモートに
適したパソコン等販売方法を工夫すれば、販売量も多くなると考え
ている。

○ 家電量販店（従業員） ・新生活に向けて需要が増えるため、景気は良くなる。

○
家電量販店（広報・IR担
当）

・緊急事態宣言解除後の段階的規制緩和やワクチン接種の状況によ
り、少なくとも現状よりも景気の回復が見込める。

○
乗用車販売店（従業員） ・ワクチン接種への期待感が消費を促すと予想している。

○
その他専門店［コーヒー
豆］（経営者）

・今後、寒い季節から暖かくなるため、店での客の動きは、増加し
てくる。

○

その他小売の動向を把握
できる者［ショッピング
センター］（支配人）

・前年同様、暖かくなると同時に感染が縮小し、売上も徐々に回復
すると予想しており、新型コロナウイルスのワクチン接種にも期待
している。ある程度の新型コロナウイルス感染収束のめどが立て
ば、集客イベント強化や延期していた大作映画の公開もあるため、
確実に身の回りの景気は回復する。

○

高級レストラン（経営
者）

・当県では、このところ感染者がいない状況で、４月にはワクチン
接種も始まり、歓送迎会等が出てくることに期待している。

○

一般レストラン（経営
者）

・今後の感染状況やワクチン接種の効果次第になるが、来店する客
からも前向きな話を聞くため、徐々にではあるが状況は良くなる。

○

観光型ホテル（総務） ・県独自の緊急事態宣言の効果で、新型コロナウイルスの感染者が
減少し、気候も良くなったことで昼間の人の動きが活発化してい
る。ホテル内の宴会場で開く音楽イベントのチケット販売状況も好
調で、巣籠りから抜け出したい人々の気分を感じる。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・ワクチン接種も始まり、前回と内容が異なる可能性も大きいがＧ
ｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンも再開される予定である。そ
れでもカンフル剤にはなる。

○
旅行代理店（職員） ・４～５月頃は、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンが再開している可能性が

高い。

○

タクシー運転手 ・緊急事態宣言により、感染者数が減少しており、ワクチン接種等
の期待感も重なり、解除後の景気復活の望みを託してはいるもの
の、リバウンドの心配も強く残り、急激な回復は望めない。

○

通信会社（企画担当） ・まだまだ、先行き不透明なものの、新型コロナウイルス禍での情
報発信や新型コロナウイルス接触確認アプリ、新型コロナウイルス
終息後向けの案件相談が徐々に増えている。

○

通信会社（営業担当） ・例年、年度末に向けて販売数が増える傾向があり、今年も新型コ
ロナウイルス禍とはいえ、少なからず良い結果が出ると予想され
る。

○
観光名所（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの段階的再開による効果

に期待している。

○
ゴルフ場（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが再開されると、その分

来客数や単価が上昇すると予想される。

○

ゴルフ場（営業） ・緊急事態宣言解除後は、最初は人の動きや消費が活発になり、Ｇ
ｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等の政策が再開されること
で、より消費の活性化が進む。

○
美容室（経営者） ・おしゃれ産業では、春に忙しくなり、緊急事態宣言も解除された

ため、売上も上がり、少なからず上昇してくる。

○

美容室（経営者） ・第４波が発生すると状況が悪化してくるため、３か月後には、新
型コロナウイルスの感染が終息していることを望んでいる。自力で
経営が継続できるよう対策を期待している。

□

商店街（代表者） ・来店客にアンケートを実施した結果、新型コロナウイルス発生前
には、毎日又は１日おきに商店街へ来街していた客が週１回になっ
ているという結果が出ている。新型コロナウイルスの感染が終息に
近づいても、以前の活気が戻るか非常に不安である。

□

商店街（代表者） ・商店街では、店頭販売をしているが、このままでは、今後の見通
しが立たないため、通信販売の知識を身に付けているところであ
る。
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□

一般小売店［鮮魚］（店
員）

・ワクチン接種で新型コロナウイルスの感染が終息し、以前のよう
なにぎわいが戻らなければ商売にならず、見通しが立たない。希望
だけは失わないようにしている。

□

百貨店（営業担当） ・米国の景気回復で今後の景気を期待できるが、ワクチンの接種が
確実に行われるかどうか不透明であるため、はっきりしてくれば
徐々に景気回復していくと予想される。一方、金利が上がっている
ため、企業に対する圧力になり、景気の先行きに足を引っ張るとい
う微妙な状況になっている。

□

百貨店（業務担当） ・緊急事態宣言が終了しても、春の行事やイベントは、ほとんどが
中止又は延期となっており、それに伴う需要も期待できない。外出
自粛や買物に慎重な姿勢は定着している感があり、マインドの改善
にはしばらく時間が掛かりそうである。

□

スーパー（企画担当） ・ワクチン接種が開始されたものの、医療従事者や高齢者先行接種
の方向性であり当面プラス要因には考えにくい。むしろ、飲食業界
等を中心とした新型コロナウイルスの影響による倒産の発生増加が
懸念され、先行き不透明感は否めない。新型コロナウイルス禍でも
堅調であった業界も実績が一回りすることから、今後はこれまでど
おりの業績維持は厳しいのではないかと考えている。

□

スーパー（統括者） ・来客数減少は続いているものの、今後も高品質な商品とおいし
さ、安心価格による価格戦略にて、既存の客への販売量増加によ
り、売上を確保できると考える。

□

コンビニ（経営者） ・気温上昇で季節商材が動き出す時の季節指数を除くと来客数、売
上は現在と同水準で推移すると考える。売上は前年比100％、一昨
年比80％前後の見込みである。

□

コンビニ（経営者） ・一般へのワクチン接種は７月以降との見込みであるため、緊急事
態宣言が解除されても、人の動きは現状とさほど変わるとは考えら
れない。

□
コンビニ（経営者） ・来客数や客単価が下がる状況は当分続くと予想される。改善され

る見込みは、今のところ見当たらない。

□
コンビニ（店長） ・しばらく新型コロナウイルス禍で外出規制が続くと考えられる。

□

コンビニ（エリア担当・
店長）

・新型コロナウイルスの影響で、飲食店での時短営業が継続される
ようになるとコンビニエンスストアでお弁当や総菜、アルコールが
増加し家飲みも増加すると考えられるが、時短営業が解除されると
外食が増えてくるため、コンビニエンスストア利用が落ち着いてく
る。

□
衣料品専門店（店長） ・新型コロナウイルスの感染は、やや下火になったとはいえ、来月

でこの状態が収束するとは思えず、横ばいが続く。

□

家電量販店（店長） ・新型コロナウイルス感染急拡大等が発生すれば、また大きく来客
数が減少する懸念はあるが、現在と同等の新型コロナウイルスの影
響であれば、巣籠り需要は続くと思われる。

□

家電量販店（店員） ・新型コロナウイルス禍であるが、逆にこのことが巣籠り状態を作
り、プラスに働いているため、しばらくこの景気が継続すると考え
られる。

□
乗用車販売店（従業員） ・新型コロナウイルスの感染状況が変わらない限り、しばらくこの

状態は変わらない。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・自動車販売は新型コロナウイルス禍の影響を余り受けず、順調に
売上を伸ばすことができている。

□

住関連専門店（経営者） ・緊急事態宣言解除で、再度感染拡大の懸念があり、経済活動の回
復には新型コロナウイルスワクチンが広く行き渡る秋頃になると予
想される。

□

その他専門店［ガソリン
スタンド］（統括）

・卒業や新入学シーズンを迎え、ゴールデンウィークも来ることか
ら、人の動きによる燃料油の販売に期待したい。前年は緊急事態宣
言下だったこともあり、今年の販売数量は前年を上回るものと予想
している。

□

その他小売の動向を把握
できる者［ショッピング
センター］（統括者）

・新型コロナウイルスの感染が落ち着くまでは、状況は変わらな
い。

□

一般レストラン（スタッ
フ）

・当県は真面目な人が多く、緊急事態宣言の発出もなく感染者も少
ないにもかかわらず、外出や飲食をしない。そのため、休業支援金
や給付金もほぼなく、経済の悪循環になっている。
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□

居酒屋（経営者） ・飲み会が悪く取られがちであるが、ワクチン接種が進まなけれ
ば、この状況が改善されないため、このまま変わらない。

□

その他飲食の動向を把握
できる者［酒卸売］（経
理）

・人の動きに伴い、新型コロナウイルスの感染者も増減する状況は
変わらないと想定されるため、現状と変わらない。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・新型コロナウイルスのワクチン接種が一通り終わるまで、客の利
用増加は見込めない。

□

タクシー運転手 ・緊急事態宣言が解除になっても、客はどこで感染拡大していくの
か分からないため、慎重になっており、今後の売上は見込めない。

□
通信会社（業務担当） ・新型コロナウイルス禍で落ちてしまった売上が元に戻る気配はな

く、代替案を進めているが、まだ少し時間が掛かる。

□
通信会社（企画担当） ・光インターネットエリア拡大の販売量増加効果が、引き続き継続

する。

□
理容室（経営者） ・来店客の平均年齢が高くなっており、来店サイクルが延びている

ため厳しい状態である。

□

その他サービスの動向を
把握できる者［介護サー
ビス］（管理担当）

・緊急事態宣言解除の方向に向かってはいるが、しばらくはその影
響が継続することが想定される。

□

設計事務所（所長） ・今月は若干上向いており、仕事量が増えているが、その結果は２
～３か月先である。今月の状況は横ばいのため、変わらない。

□

設計事務所（所長） ・新型コロナウイルスの影響で収入減少の傾向があり、一般の住宅
の新築や購入は先送りになると予想され、景気回復は不透明であ
る。

□

住宅販売会社（従業員） ・緊急事態宣言解除後には、来客数も徐々に増加傾向になると考え
られるが、住宅検討に慎重な客は依然多く、景気はしばらく変わら
ない。

□

住宅販売会社（従業員） ・新型コロナウイルス対策で、飲食業は景気が悪いと報道されてい
るが、株価も上がり、預金バブル等経済対策をしており、全体的に
は浸透していない。景気は、良い企業もあれば、悪い企業もある
が、平均すると悪くなっている。

▲

一般小売店［青果］（店
長）

・新型コロナウイルスの感染がキーポイントであるため、緊急事態
宣言が解除され、人が動くようになると感染拡大の可能性があるた
め、厳しい状態が続くと懸念される。

▲

一般小売店［茶］（販
売・事務）

・新茶時期に入り、通常であれば一番の売上になるはずである。し
かし、緊急事態宣言が解除されても新型コロナウイルスの終息がな
い限り売上が伸びることはないと予想しており、前年に続き、本年
も期待できない。

▲
スーパー（経理担当） ・前年は学校の休校等も含め、巣籠り需要があったが、今年は前年

と比べて比較的落ち着いた需要となっている。

▲

家電量販店（店長） ・家電業界は新型コロナウイルス特需の恩恵を受けているが、落ち
着き始めている。テレワーク関連商品や空気清浄機、高付加価値付
き調理器具の売上が減少しており、緊急事態宣言解除後は、更に落
ち着く可能性がある。

▲
家電量販店（総務担当） ・従来の春の移動や東京オリンピック特需等も、この先、様変わり

の可能性が高く、全く先が見通せない状況である。

▲

タクシー運転手 ・現在の経済状況では、ワクチン接種が一般の人まで行き渡り、経
済活動が戻るまで厳しい。また、新型コロナウイルスの第４波が発
生した場合に、緊急事態宣言が再発出されれば、経済に与える影響
はかなり大きく、早いワクチン接種が待たれる。

▲

その他サービスの動向を
把握できる者（所長）

・客の受注が思うようにはいかず、経費削減、特に固定費削減の検
討がされており、派遣している従業員の臨時休暇、週休３日等を考
えざるを得ない状況にある。

▲ 設計事務所（代表） ・新型コロナウイルスの影響が長引く。

×

商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの終息次第である。ワクチン普及で今年の東
京オリンピックのころから改善すると予想されるが、これも急上昇
ではなく、徐々に回復していくものと考えられる。

×

商店街（代表者） ・前年４月より売上が30～40％減少となっており、この商況が続け
ば事業継続が不可能となる。小売業事業者への支援施策を検討して
もらいたい。

家計
動向
関連

(九州)
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×

スーパー（総務担当） ・前年は３月以降、日増しに新型コロナウイルス感染に対する危機
感が強まり、いわゆる巣籠り需要が起こり、それが続いていた状態
であった。今年はその危機感も前年ほどはなく、デリバリー利用や
感染対策を講じた上での外食等も徐々に増加しており、そのため、
スーパー業界の価格競争も以前のようにし烈になりつつある。

×
コンビニ（店長） ・人の動向や経営状態が悪く、経済が元に戻るには、半年以上はか

かる。

×
衣料品専門店（店長） ・新型コロナウイルスの影響なのか、とにかく客の動きがない。

× 乗用車販売店（代表） ・新型コロナウイルスの影響で、先行き不透明である。

×

高級レストラン（経営
者）

・３月の予約状況は、かなり厳しい。しかし、新型コロナウイルス
の感染が徐々に収束しており、緊急事態宣言の解除もあるため、リ
バウンドが起こらずに感染者数が抑えられた状態であれば、少しで
もましになるのではないかという期待を若干持っている。また、東
京オリンピック開催は、難しいのではないかと感じている。

×

スナック（経営者） ・３月は緊急事態宣言が解除されるとはいえ、飲食業は時短営業が
要請されており、売上は期待できない。３～４月は本来なら歓送迎
会シーズンで飲食業はにぎわうはずであるが、会社から大人数での
会食は自粛するよう指示が出ており、当分景気は悪いままと考えら
れる。

◎
電気機械器具製造業（経
営者）

・５月までは、フル稼働生産が続く。

○

農林水産業（経営者） ・緊急事態宣言の効果もあり、新型コロナウイルス感染者数が全体
的に落ち着いてきている。休業していた居酒屋も時短営業で感染防
止対策を講じており、メーカーにも若干明るい兆しが感じられる。
また、新型コロナウイルスのワクチン接種も始まり、活気が戻って
くると考えられるが、新年度の前半は新型コロナウイルスの後遺症
が残り、元の状態に戻るには時間が掛かりそうである。

○
一般機械器具製造業（経
営者）

・体制が整うと正常な動きになるため、従来の動きが取り戻せると
考えている。

○
電気機械器具製造業（取
締役）

・新型コロナウイルス終息後を見込んだ動きが出てきている。

○
電気機械器具製造業（総
務担当）

・半導体関連産業が忙しくなってきている。

○
その他製造業［産業廃棄
物処理業］

・新型コロナウイルス禍が落ち着き、供給量が増えれば相場も上が
り、景気は上向きになると考えている。

○ 輸送業（従業員） ・大手通販会社からの新製品の受注が伸びている。

○

金融業（営業担当） ・新型コロナウイルスのワクチン接種も国内で開始され、当県では
緊急事態宣言が解除の方向で進んでいる。気温の上昇も感じられ、
今後は人のマインドと消費動向等が以前より活発になることが予想
されるため、消費行動や取引先の営業、売上等にやや期待が持てる
と思われる。

○
経営コンサルタント（社
員）

・緊急事態宣言解除の方向で外出が増え、購買意欲も上向く。

□

家具製造業（従業員） ・家具業界では、ホームユースに関わる企業とコントラクト市場を
主戦場とする企業とでは状況が大きく異なる。新規案件が極端に減
少しているコントラクト市場では、新型コロナウイルスの終息が見
通せない以上、受注における競争激化は当面続くと予想される。

□ 化学工業（総務担当） ・農薬需要はやや鈍化しており、推移を注視している。

□

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・今まで入学や転勤等で祝いの贈物があったが、最近ではそういう
注文も少なく、通常の販売も厳しい状態になっており、落ち込んで
いくのではないかと危惧している。

□
金属製品製造業（事業統
括）

・東京オリンピックが開催された場合、会場付近の建築現場は動き
が止まり、やはり先行きは見通せない。

□

一般機械器具製造業（経
営者）

・単価は、下げ止まり感はあるものの、今後が不透明のため、上昇
の予想すら付かない。採算が取れているわけでもなく、企業として
体力がいつまで持つか不安である。

□

輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・生産計画から判断すると横ばい傾向で推移すると考えられるが、
半導体不足やナイロン材料のひっ迫により生産量減少の可能性が大
いにある。

家計
動向
関連

(九州)

企業
動向
関連

(九州)



6/7

□

輸送業（従業員） ・コンテナ不足で海外から貨物が届かず、日本からも輸出ができな
い状況が続いている。また、海上運賃も値上がりしており、国内生
産に切り替える荷主もあり、輸出入荷を取扱う倉庫は、今後影響が
出る可能性がある。

□
輸送業（総務担当） ・緊急事態宣言の解除は、早期に方向性を指し示すべきである。営

業活動も慎重にならざるを得ない状態である。

□
通信業（職員） ・現時点での予測として、受注量は今年度と同水準を確保できる見

込みである。

□
通信業（経理担当） ・新型コロナウイルスの影響から先行き不透明なため、状況は変わ

らない。

□

金融業（調査担当） ・ワクチン接種開始は、１つの明るい材料ではあるが、感染再拡大
の懸念は依然として払拭されておらず、消費活動の回復にはまだ相
応の時間を要する。

□

金融業（調査担当） ・企業の倒産件数や負債総額は前年を下回っており、今後、新型コ
ロナウイルス関連の借入金返済が開始される。新型コロナウイルス
収束の見通しは依然不透明であり、企業の資金繰りや事業継続に影
響を及ぼす可能性がある。また、新型コロナウイルス関連融資制度
の申込み期間が延長され、より地場企業の動向を注視していく必要
がある。今後は、新型コロナウイルスの感染状況やワクチンの普
及、各国の経済対策等で状況が変化する可能性もあるが、現状では
景気は引き続き冷え込むことが予想される。

□
金融業（営業） ・新型コロナウイルスの影響により、先行きは不透明であるが、緊

急事態宣言解除による国内需要の回復が期待できる。

□ 不動産業（従業員） ・宿泊施設の稼働率が、低位で横ばいに推移している。

□
新聞社［広告］（担当
者）

・地元の好材料が少ない。

□

広告代理店（役員） ・客の新型コロナウイルスへの対応が落ち着いてはいるものの、先
行きの不透明さから、新しい動きをこちらから仕掛けたとしても、
なかなか動こうとしない。

□
経営コンサルタント（代
表取締役）

・自社Ｗｅｂのアクセス数や問合せ数に大きな変化がない。

□

経営コンサルタント（社
員）

・来月の確定申告が終わるまでは、新しい動きはない。加えて、新
型コロナウイルスの影響もあり、外出を控えている状態である。

□
その他サービス業［物品
リース］（職員）

・緊急事態宣言の解除も見込まれ、若干の上振れも期待できるが、
大きくは変動しない。

▲
繊維工業（営業担当） ・繊維業界では、まだ景気回復が期待できない。景気が戻るのが一

番遅い職種といわれている。

▲
出版・印刷・同関連産業
（営業担当）

・年度初めの予算執行がないため悪くなる。

▲
建設業（従業員） ・現場担当の人手不足で大型物件の受注が難しく、会社の社内事情

により、状況が大変厳しくなる。

×

建設業（社員） ・今のままでは、ゼロ債工事に期待ができない。もっと地方公共団
体への働きかけを実施してもらい、ゼロ債工事が多くなるように望
んでいる。

×

金融業（従業員） ・新型コロナウイルスの感染がやや落ち着きを取り戻しているもの
の、労働需給や雇用者所得共に弱い動きになっている。また、住宅
販売も伸び悩んでいるほか、ホテルや旅館、飲食店等では、先行き
を不安視する声が少なくない。

×

その他サービス業［コン
サルタント］（代表取締
役）

・２月末で新型コロナウイルス感染対策のための緊急事態宣言が解
除されたが、市町村の調査や計画、設計業務等は、業者へ委託する
補正予算がほとんど計上されていないため、売上が増える可能性が
少ない。このため、景気が更に悪くなることが予想される。

◎

求人情報誌製作会社（編
集者）

・前年の秋から12月までは回復基調になり、１月からほぼ前年並み
に戻るものと期待をしていたが、緊急事態宣言の発出で冷え込みが
一段と厳しくなっている。例年、第４四半期で利益を確保していた
が、２期連続で大きな赤字を抱えることになっている。

○ 人材派遣会社（社員） ・求人数が、前年を上回るペースで回復している。

○
人材派遣会社（社員） ・緊急事態宣言も解除され、イベント等の動きが出ると期待してい

る。

企業
動向
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○

新聞社［求人広告］（社
員）

・新型コロナウイルスワクチン接種等明るいニュースもあり、緊急
事態宣言が解除されると、状況は良くなっていく。新聞広告の量を
増やすための具体的動きは、まだみえていないため懸念されるが、
今後の動きに注視したい。

○

新聞社［求人広告］（担
当者）

・急回復はないが、３月には被災した道路が開通、４月には駅の新
ビルがオープンするなど明るいニュースも控えており、人出も消費
も刺激され、景気は上向くと考える。

□

人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの感染が落ち着いてくれば、少しずつでも景
気は良くなってくると予想されるが、派遣業界でのプラス要因が出
るには、もうしばらく時間が掛かる。

□

職業安定所（職員） ・新規求人数は、前年度程度となってきたが、有効求職者は高止ま
りしており、改善する材料は今のところ見当たらない。

□

民間職業紹介機関（職
員）

・ワクチン接種が順調に進み、以前の状態に戻るまでは、このまま
の状態が続くと考えられる。また、緊急事態宣言の影響は、新卒採
用の場合には長期的な視点でみられるため、特に影響もなく、現状
でも厳しい状態であるため、それが更に悪くなることは今のところ
考えられない。

▲

人材派遣会社（社員） ・３月終了スタッフの後任注文がないため、その分売上が減少す
る。また、新規注文も現在少なく、終了する分を上回っていない。

▲
職業安定所（職員） ・求人数は持ち直しているものの、販売やサービスといった業種で

の求人が昨春以降大幅に減少したままである。

▲
職業安定所（職員） ・雇用調整助成金を受給している事業所から、事業所整理の相談が

目立つようになってきている。

▲

学校［大学］（就職支援
業務）

・３月を前に採用活動をスタートさせた企業がある一方で、広報活
動解禁前のため、採用人数に関する情報がなく、詳細な情報は得ら
れていないが、リーマンショックやＩＴバブル時の求人倍率推移か
ら予測すると、新卒の就職活動は前年よりも厳しくなるものと予測
される。

×

新聞社［求人広告］（担
当者）

・学生の就職ランキングで人気上位だった企業が、2022年度の新規
採用の見送りや人員の削減等を発表している。４月以降になると企
業が新年度に入るため、更に厳しい政策が発表されると予想され
る。

雇用
関連

(九州)


